
47 〜 47 82 〜 82 18 〜 18 12 〜 12 4 〜 4 8 〜 8 17 〜 17 12 〜 12 200 〜 200 65 〜 65 16 〜 16 90 〜 90 29 〜 29 200 〜 200

43 〜 48 74 〜 84 16 〜 18 11 〜 13 3 〜 4 7 〜 8 16 〜 17 11 〜 12 181 〜 204 59 〜 66 14 〜 17 81 〜 92 27 〜 29 181 〜 204

41 〜 48 71 〜 82 15 〜 18 11 〜 12 3 〜 4 7 〜 8 15 〜 17 10 〜 12 173 〜 201 56 〜 66 14 〜 16 78 〜 90 25 〜 29 173 〜 201

39 〜 47 67 〜 80 15 〜 18 10 〜 12 3 〜 3 7 〜 8 14 〜 17 9 〜 11 164 〜 196 54 〜 65 13 〜 15 74 〜 88 23 〜 28 164 〜 196

37 〜 46 64 〜 79 14 〜 17 10 〜 12 3 〜 3 6 〜 8 13 〜 16 9 〜 11 156 〜 192 51 〜 63 13 〜 15 70 〜 87 22 〜 27 156 〜 192

35 〜 45 61 〜 77 13 〜 17 9 〜 12 3 〜 3 6 〜 8 13 〜 16 9 〜 11 149 〜 189 48 〜 62 12 〜 15 67 〜 85 22 〜 27 149 〜 189

34 〜 44 58 〜 76 13 〜 17 9 〜 11 2 〜 3 6 〜 7 12 〜 16 8 〜 11 142 〜 185 47 〜 61 11 〜 14 64 〜 83 20 〜 27 142 〜 185

33 〜 43 56 〜 75 12 〜 16 8 〜 11 2 〜 3 6 〜 7 12 〜 16 8 〜 11 137 〜 182 45 〜 59 10 〜 14 62 〜 82 20 〜 27 137 〜 182

32 〜 43 55 〜 73 12 〜 16 8 〜 11 2 〜 3 5 〜 7 11 〜 15 8 〜 11 133 〜 179 44 〜 59 10 〜 14 60 〜 80 19 〜 26 133 〜 179

31 〜 42 53 〜 72 12 〜 16 8 〜 11 2 〜 3 5 〜 7 11 〜 15 7 〜 10 129 〜 176 43 〜 58 10 〜 14 58 〜 79 18 〜 25 129 〜 176

30 〜 41 51 〜 71 11 〜 15 8 〜 11 2 〜 3 5 〜 7 11 〜 15 7 〜 10 125 〜 173 41 〜 56 10 〜 14 56 〜 78 18 〜 25 125 〜 173

29 〜 40 50 〜 69 11 〜 15 7 〜 10 2 〜 3 5 〜 7 10 〜 14 7 〜 10 121 〜 168 40 〜 55 9 〜 13 55 〜 76 17 〜 24 121 〜 168

28 〜 40 48 〜 68 11 〜 15 7 〜 10 2 〜 3 5 〜 7 10 〜 14 7 〜 10 118 〜 167 39 〜 55 9 〜 13 53 〜 75 17 〜 24 118 〜 167

27 〜 39 47 〜 68 10 〜 15 7 〜 10 2 〜 3 5 〜 7 10 〜 14 7 〜 10 115 〜 166 37 〜 54 9 〜 13 52 〜 75 17 〜 24 115 〜 166

26 〜 38 45 〜 66 10 〜 14 7 〜 10 2 〜 3 4 〜 6 9 〜 14 6 〜 9 109 〜 160 36 〜 52 9 〜 13 49 〜 72 15 〜 23 109 〜 160

※⻄脇中学校は、⻄脇⼩と⽇野⼩の合計 ※各⼩・中学校の最⼩値（左側）最大値（右側）の人数
※⻄脇東中学校は、⽐延⼩と双葉⼩の合計 ※⼩・中学校区ごとの年少人口の増減率に関しては、考慮しておりません。現在検討中です。
※⻄脇南中学校は、重春⼩と芳⽥⼩の合計
※⿊⽥庄中学校は、楠丘⼩と桜丘⼩の合計

令和18年度 年齢別小中学校区別一覧表

試算条件
女性の流出拡大が、10年かけて、H27-R2の拡大の２倍程度、更に進むと仮定

出生率の低下があと５年継続すると仮定
※年少人口の減少が最悪のベースで進むと仮定した場合

Ｈ27〜R２の女性流出拡大は⼀過性のもので、H22〜H27年程度の流出状況に戻る（＝社人研推計程度に戻る）と仮定
R1・２年度の出生状況を異常とし、H29年度（260人出生）時に回復すると仮定

※年少人口が平成２７年度ベースに回復すると仮定した場合

学年
年齢
区分

出生
年度

推計
出生数

転出率 ⻄脇南 ⿊⽥庄中 合計

3.50% 4.00% 23.80% 41.00% 8.94% 6.15% 1.79%

芳⽥小 楠丘小 桜丘小 合計 ⻄脇中 ⻄脇東中域外就学率 ⻄脇小 重春小 日野小 比延小 双葉小

45.02% 14.30% 100.00%

中３ 14歳児 R3年度 215 〜 215 208

4.02% 8.49% 5.81% 100.00% 32.74% 7.94%

〜 208 200 〜 200

中２ 13歳児 R4年度 196 〜 204

中１ 12歳児 R5年度 187 〜 216 180 〜 209

221 189 〜 213 181 〜

173 〜 201

164 〜 196

小５ 10歳児 R7年度 168 〜 192207 162 〜 200 156 〜

小６ 11歳児 R6年度 177 〜 211 171 〜 204

149 〜 189

小３ 8歳児 R9年度 153 〜 200 148 〜 193 142 〜 185

小４ 9歳児 R8年度 161 〜 203 155 〜 196

小２ 7歳児 R10年度 148 〜 182

小１ 6歳児 R11年度 144 〜 193 139 〜 186

197 143 〜 190 137 〜

133 〜 179

129 〜 176

年中 4歳児 R13年度 135 〜 173187 130 〜 180 125 〜

年⻑ 5歳児 R12年度 139 〜 190 134 〜 183

121 〜 168

2歳児 R15年度 127 〜 180 123 〜 174 118 〜 167

年少 3歳児 R14年度 131 〜 183 126 〜 176

1歳児 R16年度 123 〜 165

0歳児 R17年度 119 〜 174 114 〜 167

177 119 〜 171 115 〜

109 〜 160

資料１


